
令和５年４月4日 経済産業省 ホームページに公開されました。

「地域ＤＸ推進ラボ」第一弾の選定として３１地域を選定しました！



幸田町ＤＸ推進ラボ
背 景

幸田町は積極的な誘致活動により、製造出荷額等は全国市町村の中でも上位
（参考：2020年実績 全国66位）

・地域の経済発展
・ウェルビーイングの向上

<例>業務のDX化
個人の負荷量を可視化＝働き方改革
（負荷の低減・平準化）

地域ＤＸ推進ラボへ移行

幸田ものづくり研究センター（愛知工科大学内に設置）

①ものづくり人材の育成
②ものづくり経営改善・創業支援

③産金官学連携
④幸田町のブランディング

近年、デジタル化ニーズの高まり

中小製造業の課題と対応

・デジタル人材の不足 → 独自育成プログラム

・デジタル化投資が高額→ 安価なツール開発

・参加企業間の交流と発展→ 競争優位性向上

地域企業のＤＸへの取組みを加速

～伴走型のデジタル化推進～

2017年8月
幸田町IoT推進ラボに選定
地域企業のIoT推進
・各種セミナーなど

～幸田町デジタル懇話会～

～デジタル塾 ・ 情報活用塾～

2015年4月

<特徴>
・法人住民税の割合が高い為、企業の業績が町財政に顕著
・持続可能な町を目指し、産業の安定と発展が必要不可欠



（幸田町ＤＸ推進ラボ） 愛知県幸田町
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事業目的・概要

 法人住民税の割合が高い本町にとって、企業の業績が町行

政に顕著に表れ、持続可能なまちを目指すためには、産業の

安定と発展が必要不可欠となることから、以下の事業に取り

組む。

【幸田町DX推進ラボの取組】

①ものづくり(デジタル)人材育成事業
②各種セミナー事業
③技術相談・改善支援事業

重要業績評価指標（KPI)

デジタル人材（デジタル塾修了生）を10名/年度 育成する。

令和6年度までに「デジタル塾」参加企業を10社以上とする。

今後の展開

デジタル人材を育成した各企業が、デジタル化推進チームを組織
して自立化を目指します。

デジタルツールの開発及びプログラミング技術の向上を図る。
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平成29年8月
幸田町IoT推進ラボに選定
（愛知県内は４ラボ選定）

幸田町IoT推進ラボ


